関市少年補導員連絡協議会規約
（目的）
第１条　関市少年補導員連絡協議会（以下「本会」という。）は、関市少年センター規則第3号に掲げる事業の促進及び、市内各小学校区もしくは各地区少年補員協議会の連携、並びに情報交換を目的とする。
（名称及び事務局）
第２条　本会の名称は、「関市少年補導員連絡協議会」とし、事務局を関市少年センター内に置く。
（業務）
第３条　本会は、第1条の目的を達成するために、次の業務を行なう。
（1）少年の補導・生活指導・個別指導及び継続指導
（2）少年の保護相談、及びこれに対する必要な措置
（3）関係機関との協調
（4）少年を取り巻く有害環境の浄化と改善のための情報及び資料の収集と整理保存
（5）少年補導員研修
（6）その他本会の目的達成に必要な事業
（協議会及び委員）
第４条　本会は、次に定める委員をもって組織する。
２　委員は、次に定める支部の支部長及び副支部長、並びに関市ＰＴＡ連合会の代表をもって充てる。+
３　関地区・板取地区・洞戸地区及び上之保地区においては小学校単位、武芸川地区及び武儀地区においては地区単位を支部とする。
４　関地区・武芸川地区及び武儀地区の支部には支部長、及び副支部長を、板取地区・洞戸地区及び上之保地区には支部長を置く。
５　委員の定数は35名以内とする。
６　委員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。
７　補欠により就任した委員の任期は、前任者の残任期間とする。
（役員及び任務）
第５条　本会は次の役員を置き、会の運営にあたる。
（1）会長　　1名
（2）副会長　2名
（3）書記　　1名
（4）会計　　1名
（5）監事　　2名
２　役員は、委員の互選により決定する。
３　役員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。
４　役員に、役員としてふさわしくない行為があった場合は、会議において、委員の３分の
２以上の同意により、これを解任することができる。
５　補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。
６　役員の職務は、次のとおりとする。
（1）会長は、本会を代表し、本会の運営を総括する。
（2）副会長は、会長を補佐し、会長が不在のときは、その職務を代理する。
（3）書記は、本会の記録を行う。
（4）会計は、本会の経理を行う。
（5）監事は、本会の監査を行う。
（少年補導員）
第６条　第４条第３項に定める支部に、少年補導員を置く。
２　少年補導員は、関市少年センター規則第７条第２項に定める民間補導員をもって充てる。
３　少年補導員の任期は２年とする。ただし、再任を妨げない。
　
（会議）
第７条　本会の会議は、協議会、及び臨時会とし、会長が招集する。
　　　　２　協議会は、原則年３回開催する。
　　　　３　会議の議決は、委員の３分の２以上の同意により成立する。
（研修会）
第８条　第３条第５項に関し、少年補導員の資質向上、少年補導及び支援技術の涵養、並びに情
報交換等のため、年１回研修会を開催する。
２　支部長は、少年補導員の補導のあり方、少年相談の受理、支援方法の向上等を図るため、
必要に応じて研修会を開催することができる。
（会計）
第９条　本会の運営に要する経費は、補助金、寄付金、及びその他の収入をもって充てる。
２　本会計の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日をもって終了する。
（備付簿冊）
第10条　本会に次の簿冊を置く。
（1）委員、及び少年補導員名簿
（2）街頭補導日誌
（3）会議の記録簿
（4）金銭出納簿及び収支証拠書類綴
（5）補導月報綴
付　則　　この規約は、平成14年４月１日から施行する。
この規約は、平成15年７月１日から施行する。
この規約は、平成１７年７月１日から施行する。
この規約は、平成２５年４月１日から施行する。
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